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アンケート調査結果 

1. 調査の概要 
１）調査の対象、配布部数や方法、結果回収等 

 市民 事業者 

調査対象 15 歳以上の市民を無作為 83 社 

配布部数 1,000 部 83 部 

配布及び回収方法 自記入による郵送調査法 

実施期間 令和元年５月 20日～令和元年６月５日 

回収結果（回収率） 478（47.8％） 61（73.5％） 

 

  

 資料３
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2．調査結果 

２－１ 市民アンケート調査の結果 

問１ 回答者の属性 

１）年齢         

 

 

 

２）居住地域 

 

 

 

 

10歳代 2.9%
20歳代 3.6%

30歳代
6.7%

40歳代
9.2%

50歳代
12.1%

60歳代
21.8%

70歳以上
42.3%

無回答 1.5%

能生地域

22%

糸魚川地域

52%

青海地域

25%

無回答 1%

118人
104人

251人
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問２お住まいの地域の環境について 

 居住地域の環境の満足度については、すべての項目で「満足」と「どちらかといえば満足」

を合計した割合が６割以上になりました。特に「空気のきれいさ」「緑の豊かさ」「野鳥や昆

虫などの生き物や植物の豊かさ」「身近な自然とのふれあい」は８割以上と高くなりました。 

「海や海岸のきれいさ」「静けさ」「振動」「地域のきれいさ」は「どちらかといえば不満」

と「不満」を合計した割合が２割以上となりました。 

 

 

  

45.2%

29.5%

17.2%

38.7%

41.6%

39.3%

17.6%

46.4%

37.2%

38.5%

23.2%

38.9%

49.6%

47.5%

36.0%

30.1%

39.5%

49.6%

42.9%

47.5%

49.0%

49.8%

9.2%

11.9%

21.5%

14.4%

15.5%

11.5%

22.8%

5.2%

7.1%

5.6%

17.6%

1.3%

2.1%

3.3%

5.4%

5.9%

2.9%

4.6%

0.4%

1.5%

0.8%

1.9%

5.4%

6.9%

10.5%

5.4%

6.9%

6.7%

5.4%

5.0%

6.7%

6.1%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

空気のきれいさ

川や池のきれいさ

海や海岸のきれいさ

静けさ

振動

におい

地域のきれいさ

緑の豊かさ

野鳥や昆虫などの生き物や植物の豊かさ

身近な自然とのふれあい

町並み、 風景の美し さ

満足 どちらかといえば満足 どちらかという と不満 不満 無回答
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問２ お住まいの地域の環境について（2008(平成 20)年と 2019(令和元)年との比較） 

 2008(平成 20)年と 2019(令和元)年を比較すると、「空気のきれいさ」「振動」を除くすべて

の項目で「満足」「どちらかといえば満足」を合計した割合が上昇しています。特に、「海や

海岸のきれいさ」「地域のきれいさ」は 2008(平成 20)年時点で６割未満でしたが、１割程度

改善しています。 

 

40.2%

45.2%

22.1%

29.5%

11.8%

17.2%

29.5%

38.7%

32.4%

41.6%

31.1%

39.3%

11.1%

17.6%

40.4%

46.4%

33.2%

37.2%

31.3%

38.5%

19.2%

23.2%

43.9%

38.9%

49.3%

49.6%

42.9%

47.5%

37.3%

36.0%

40.6%

30.1%

44.5%

39.5%

44.5%

49.6%

42.9%

42.9%

46.0%

47.5%

49.9%

49.0%

48.2%

49.8%

9.5%

9.2%

20.6%

11.9%

28.5%

21.5%

17.3%

14.4%

13.4%

15.5%

12.6%

11.5%

32.6%

22.8%

9.5%
5.2%

11.5%

7.1%

11.3%

5.6%

22.9%

17.6%

1.9%

1.3%

2.3%

2.1%

3.3%

3.3%

10.9%

5.4%

7.8%

5.9%

5.4%

2.9%

7.6%

4.6%

2.3…

0.4%

2.9%

1.5%

1.9%

0.8%

3.5%

1.9%

4.5%

5.4%

5.8%

6.9%

13.6%

10.5%

4.9%

5.4%

5.8%

6.9%

6.4%

6.7%

4.1%

5.4%

4.9%

5.0%

6.4%

6.7%

5.6%

6.1%

6.2%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答

空気のきれいさ

川や池のきれいさ

海や海岸のきれいさ

静けさ

振動

におい

地域のきれいさ

緑の豊かさ

町並み、 風景の美しさ

身近な自然とのふれあい

野鳥や昆虫などの生き物

や植物の豊かさ
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問３ 大切にし残していきたい糸魚川の自然や風景、文化財や歴史的資源 

 「塩の道」が最も多く、次いで「ヒスイ峡」、「月不見の池」、「美山公園」、「高浪の池」等

になりました。 

 

 

項目 回答数

塩の道 25

ヒスイ峡 24

月不見の池 20

美山公園（桜並木など） 18

高浪の池 18

田海ヶ池 15

不動滝 14

日本海の景観 13

弁天岩 12

しろ池 10

ブナ林 10

日本海に沈む夕日 9

須沢水芭蕉 8

白山神社 8

海谷渓谷 7

ヒスイ海岸 7

姫川堤桜並木 7

親不知 6

棚田 6

マイコミ平 5

明星山 4

黒姫山 4

三峡パーク 4

城山 4

森林公園 4

栂海新道 4

八十八ヶ所 4

美山 4

ラベンダービーチ 4

姫川 4

合計 282
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問４ 環境問題に対する関心度について 

 居住地域の環境の関心度については、「とても関心がある」と「関心がある」を合計した割

合が「騒音」を除いて６割以上になりました。特に「水質の汚染」「水辺や海岸の汚れ」「飲

料水用水源の汚染」「ごみの増加」「ごみの不法投棄」「資源の再利用・リサイクル」「野生動

物による果樹や農作物、地域や日常生活の被害・人への危害」「二酸化炭素（CO₂）による地

球温暖化問題」は８割以上と高くなりました。 

「アスベスト問題」「騒音」「悪臭」は「あまり関心がない」と「関心がない」を合計した

割合が３割以上となりました。 

22.8%

26.6%

21.1%

29.9%

34.1%

42.1%

20.7%

18.0%

15.1%

18.2%

27.6%

35.6%

22.4%

33.1%

29.7%

24.3%

41.2%

28.9%

24.9%

24.3%

26.6%

25.1%

24.3%

23.0%

22.4%

54.2%

51.3%

41.0%

55.0%

51.9%

43.7%

49.4%

50.8%

43.5%

45.6%

58.2%

51.5%

48.1%

52.5%

47.7%

46.9%

43.9%

51.5%

52.1%

50.2%

43.9%

54.0%

55.4%

49.8%

48.7%

15.9%

15.7%

27.8%

9.0%

8.6%

9.0%

21.8%

23.8%

31.4%

26.2%

8.2%

7.1%

21.3%

9.6%

16.1%

23.4%

10.3%

12.6%

15.7%

18.2%

18.8%

12.8%

11.3%

17.6%

18.0%

2.5%

2.5%

6.1%

2.1%

1.7%

1.5%

3.6%

4.0%

5.9%

5.6%

2.1%

2.3%

4.8%

1.7%

2.7%

2.5%

2.1%

3.3%

2.9%

2.5%

3.3%

1.3%

2.1%

2.9%

3.1%

4.6%

4.0%

4.0%

4.0%

3.8%

3.8%

4.6%

3.3%

4.2%

4.4%

4.0%

3.6%

3.3%

3.1%

3.8%

2.9%

2.5%

3.8%

4.4%

4.8%

7.3%

6.9%

6.9%

6.7%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大気の汚染

光化学スモッグ・ PM2.5などの大気汚染物質の発生

アスベスト 問題

水質の汚染（ 海、 河川、池沼など）

水辺や海岸の汚れ（ ごみなどによる）

飲料水用水源の汚染(地下水汚染など）

地盤の沈下

騒音や振動

騒音

悪臭

ごみの増加

ごみの不法投棄

ごみの野焼き

資源の再利用・ リサイクル

山林や里山の荒廃

野鳥や昆虫など身近な生き物や植物の減少

野生動物による果樹や農作物、…

二酸化炭素（ CO₂） による地球温暖化問題

オゾン層の破壊や酸性雨などの地球環境問題

限りある資源や化石燃料などの使用量の増加

有害化学物質であるダイオキシン…

川や池など身近に触れ合える水辺の整備

まちの緑の充実（ 公園や神社など）

町並み、 風景に配慮し たまちづく り

文化財や歴史的資源の保存、 活用

とても関心がある 関心がある あまり関心がない 関心がない 無回答

野生動物による果樹や農作物、地域や日常生
活の被害・人への危害 

有害化学物質であるダイオキシンなどの環境
ホルモンによる汚染 
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問４ 環境問題に関する関心度について（2008(平成 20)年と 2019(令和元)年との比較） 

 2008(平成 20)年と 2019(令和元)年を比較すると、「とても関心がある」と「関心がある」

との合計の割合が、「光化学スモッグ・PM2.5 などの大気汚染物質の発生」「ごみの野焼き」「野

生動物による果樹や農作物、地域や日常生活の被害・人への危害」「文化財や歴史的資源の保

存、活用」の４項目で上昇しています。 

「アスベスト問題」「限りある資源や化石燃料などの使用量の増加」の２項目は低下してい

ます。 

 

25.2%

22.8%

21.4%

26.6%

26.8%

21.1%

36.3%

29.9%

37.3%

34.1%

47.0%

42.1%

26.0%

20.7%

22.5%

18.0%

18.6%

15.1%

22.1%

18.2%

33.8%

27.6%

40.8%

35.6%

20.0%

22.4%

37.3%

33.1%

33.4%

29.7%

25.8%

24.3%

33.6%

41.2%

41.0%

28.9%

37.5%

24.9%

35.3%

24.3%

33.4%

26.6%

26.4%

25.1%

24.9%

24.3%

23.7%

23.0%

22.5%

22.4%

57.3%

54.2%

50.7%

51.3%

47.0%

41.0%

53.4%

55.0%

53.2%

51.9%

41.6%

43.7%

46.6%

49.4%

48.9%

50.8%

49.7%

43.5%

47.6%

45.6%

54.0%

58.2%

50.5%

51.5%

47.4%

48.1%

52.2%

52.5%

48.0%

47.7%

51.1%

46.9%

46.8%

43.9%

46.8%

51.5%

47.0%

52.1%

49.3%

50.2%

44.5%

43.9%

54.0%

54.0%

56.5%

55.4%

51.5%

49.8%

47.0%

48.7%

11.8%

15.9%

19.4%

15.7%

19.0%

27.8%

4.9%

9.0%

3.9%

8.6%

5.6%

9.0%

19.4%

21.8%

21.4%

23.8%

24.3%

31.4%

21.4%

26.2%

7.2%

8.2%

5.4%

7.1%

24.5%

21.3%

6.0%

9.6%

14.0%

16.1%

18.6%

23.4%

15.7%

10.3%

8.0%

12.6%

9.9%

15.7%

10.7%

18.2%

11.8%

18.8%

11.8%

12.8%

11.1%

11.3%

15.9%

17.6%

19.6%

18.0%

2.7%

2.5%

4.3%

2.5%

4.3%

6.1%

1.9%

2.1%

1.4%

1.7%

1.9%

1.5%

3.5%

3.6%

3.1%

4.0%

4.1%

5.9%

4.7%

5.6%

1.2%

2.1%

0.4%

2.3%

3.9%

4.8%

0.8%

1.7%

1.4%

2.7%

1.9%

2.5%

1.4%

2.1%

1.2%

3.3%

1.9%

2.9%

1.4%

2.5%

2.3%

3.3%

2.5%

1.3%

2.1%

2.1%

2.3%

2.9%

2.5%

3.1%

3.1%

4.6%

4.1%

4.0%

2.9%

4.0%

3.5%

4.0%

4.1%

3.8%

3.9%

3.8%

4.5%

4.6%

4.1%

3.3%

3.3%

4.2%

4.1%

4.4%

3.7%

4.0%

2.9%

3.6%

4.1%

3.3%

3.7%

3.1%

3.1%

3.8%

2.7%

2.9%

2.5%

2.5%

2.9%

3.8%

3.7%

4.4%

3.3%

4.8%

8.0%

7.3%

5.4%

6.9%

5.4%

6.9%

6.6%

6.7%

8.5%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

とても関心がある 関心がある あまり 関心がない 関心がない 無回答

野生動物による果樹や農作物、 地域
や日常生活の被害・ 人への危害

大気の汚染

光化学スモッグ・ PM2.5などの大気汚
染物質の発生

アスベスト 問題

水質の汚濁

水辺や海岸の汚れ

飲料用水源の汚濁

地盤の沈下

騒音や振動（ 自動車や鉄道、 工場な
どによる )

騒音（ 近隣住居などによる）

悪臭(工場や飲食店などによる )

ごみの増加

二酸化炭素（ CO₂） による地球温暖化
問題

野鳥や昆虫など身近な生き物や植物
の減少

山林や里山の荒廃

資源の再利用・ リサイクル

ごみの野焼き

ごみの不法投棄

文化財や歴史的資源の保存、 活用

まちの緑の充実

川や池など身近に触れ合える水辺の
整備

有害化学物質であるダイオキシン
などの環境ホルモンによる汚染

限りある資源や化石燃料などの使
用量の増加

オゾン層の破壊や酸性雨などの地
球環境問題

町並み、 風景に配慮したまちづく り
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問５ 将来までには解決したい糸魚川市の環境問題について 

 廃棄物問題・循環型社会の項目の「ポイ捨て・不法投棄」が突出して多く、ポイ捨て対策

や不法投棄対策の重要性がうかがえる結果となりました。また空き家の管理についても問題

視されています。 

 

 

 

  

項目 内容 回答数

工場の悪臭 4

車の排気ガス 2

ポイ捨て・不法投棄 63

分別の徹底 5

ごみの減量化対策 3

野焼き 3

海岸漂着物 5

山林や田畑の荒廃 8

海岸の浸食 3

河川の整備 3

鳥獣被害 5

外来種問題、野ねこ問題 2

地球温暖化・気候変動問題 地球温暖化 2

空き家の管理 16

雑草の管理 7

街灯の不足 2

休耕田の増加 2

少子高齢化 4

ペットのフン放置 2

その他

開発問題・自然保護・生態系問題

自然とのふれあい等

騒音・振動・悪臭

廃棄物問題・循環型社会
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問６ 環境にやさしい取り組みの実施度について 

 環境にやさしい取り組みの実施度について、「している」「ときどきしている」を合計した

割合は「資源となるごみはきちんと分別している」が 94.3％と最も高く、次いで「冷暖房の

適切設定や不要な電気はこまめに消すなど、節電に努めている」が 88.9％となりました。 

「太陽光発電設備の設置など、自然エネルギーを導入している」が 5.2％と最も低く、次

いで「観察会や講演会など、環境を学んだり、体験する機会に積極的に参加している」が15.7％

となりました。 

  

56.1%

60.9%

30.8%

52.3%

82.8%

18.6%

41.0%

57.9%

8.2%

3.6%

6.1%

22.8%

61.1%

56.7%

4.8%

55.9%

13.2%

70.7%

30.5%

22.4%

31.8%

32.0%

11.5%

23.8%

28.7%

28.0%

16.1%

12.1%

37.2%

35.6%

27.8%

25.7%

0.4%

17.6%

34.9%

12.1%

7.9%

11.7%

27.4%

11.1%

1.9%

37.9%

20.5%

8.6%

36.2%

46.9%

36.0%

24.3%

7.1%

10.9%

35.4%

8.8%

22.8%

5.0%

1.7%

1.3%

5.0%

0.6%

0.4%

14.4%

6.1%

1.3%

34.5%

31.8%

15.7%

11.7%

1.0%

2.3%

52.7%

6.7%

21.1%

3.3%

3.8%

3.8%

5.0%

4.0%

3.3%

5.2%

3.8%

4.2%

5.0%

5.6%

5.0%

5.6%

2.9%

4.4%

6.7%

11.1%

7.9%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食器に残った油や食べかすは、 直接流さないように努

めている

合成洗剤の使用を少なく している

不要なものはできるだけ購入しないよう 努めている

資源となるごみはきちんと分別している

不要になった物はリサイクルショ ッ プやインターネッ

ト を利用したフリーマーケッ ト などにまわしている

買い物には、 マイバッ クを持参してる

詰め替えのできる商品や簡易包装品を購入するよう努

めている

緑化・ 植林活動や里山の整備などに参加している

観察会や講演会など、 環境を学んだり、 体験する機会

に積極的に参加している

環境問題や環境保全について、 家族や友人と話し合っ

ている

美化・ 清掃活動などに参加している

冷暖房の適温設定や不要な電気はこまめに消すなど、

節電に努めている

家電製品購入の際は省エネ性能を考慮している

太陽光発電設備の設置など、 自然エネルギーを導入し

ている

運転時は不要なアイド リングや急発進はしないよう努

めている

海水浴や釣り、 自然の中でのレクリ エーショ ンなど、

糸魚川の自然とふれあい親しんでいる

海や山へ出かけた際には、 水を汚さず、 ごみは持ち帰

るよう 心掛けている

している ときどきしている 今後行いたい 今後も出来ない 無回答

ふろの残り湯を利用したり、水を出しっぱなしにし
ないなど、節水に努めている 
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問６ 環境にやさしい取り組みの実施度について（2008(平成 20)年と 2019(令和元)年の比較） 

 2008(平成 20)年と 2019(令和元)年を比較すると、「している」と「ときどきしている」の

合計の割合は、「買い物には、マイバックを持参している。」が 8.6％上昇し、次いで「運転

時は不要なアイドリングや急発進はしないように努めている。」が 7.1％上昇しています。 

「環境問題や環境保全について、家族や友人と話し合っている。」が 11.3％、「海水浴や釣り、

自然の中でレクリエーションなど、糸魚川の自然と触れ合い親しんでいる。」が 10.8％低下

しています。 

 

59.8%

56.1%

61.9%

60.9%

35.1%

30.8%

52.6%

52.3%

80.8%

82.8%

17.1%

18.6%

29.1%

41.0%

57.3%

57.9%

6.4%

8.2%
3.1%

3.6%

10.5%

6.1%

24.9%

22.8%

61.1%

54.2%

56.7%
2.9%

4.8%

50.3%

55.9%

24.5%

13.2%

76.3%

70.7%

27.4%

30.5%

23.5%

22.4%

31.3%

31.8%

32.2%

32.0%

14.4%

11.5%

20.4%

23.8%

32.0%

28.7%

27.4%

28.0%

12.8%

16.1%

15.1%

12.1%

44.1%

37.2%

31.5%

35.6%

27.8%

23.3%

25.7%
0.0%

0.4%

16.1%

17.6%

34.4%

34.9%

11.5%

12.1%

8.2%

7.9%

11.1%

11.7%

23.3%

27.4%

11.5%

11.1%
1.6%

1.9%

47.0%

37.9%

27.2%

20.5%

9.7%

8.6%

43.7%

36.2%

50.3%

46.9%

31.5%

36.0%

26.8%

24.3%

7.1%

16.3%

10.9%

44.7%

35.4%

9.3%

8.8%

20.8%

22.8%
4.3%

5.0%

1.4%

1.7%

0.8%

1.3%

5.2%

5.0%

0.4%

0.6%

0.6%

0.4%

11.1%

14.4%

7.4%

6.1%
1.9%

1.3%

31.5%

34.5%

26.0%

31.8%

8.7%

15.7%

10.3%

11.7%

1.0%

1.4%

2.3%

43.5%

52.7%

7.4%

6.7%

13.8%

21.1%
2.1%

3.3%

3.1%

3.8%

2.7%

3.8%

5.2%

5.0%

3.3%

4.0%

2.5%

3.3%

4.3%

5.2%

4.3%

3.8%

3.7%

4.2%

5.6%

5.0%

5.6%

5.6%

5.2%

5.0%

6.4%

5.6%

2.9%

4.7%

4.4%

8.9%

6.7%

16.9%

11.1%

6.4%

7.9%

5.8%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

2008

2019

し ている ときどきしている 今後行いたい 今後もできない 無回答

風呂の残り湯を利用したり 、 水を出しっ
ぱなしにしないなど、 節水に努めている。

食器に残った油や食べかすは、直接流さ
ないよう努めている。

合成洗剤の使用を少なく し ている。

不用なものはできるだけ購入しないよう
に努めている。

買い物には、 マイバックを持参している。

詰め替えのできる商品や簡易包装品を購
入するよう に努めている。

家電製品購入の際は省エネ性能を考慮して
いる。

冷暖房の適温設定や不要な電気はこまめ
に消すなど、 節電に努めている。

環境問題や環境保全について、家族や友
人と話し合っている。

観察会や講演会など、 環境を学んだり、
体験する機会に積極的に参加している。

緑化・ 植林活動や里山の整備などに参加
している。

美化・ 清掃活動などに参加している。

海や山へ出かけた際には、 水を汚さず、
ごみは持ち帰るよう に心がけている。

海水浴や釣り 、 自然の中でレクリ エーショ
ンなど、 糸魚川の自然と触れ合い親しんで
いる。

運転時は不要なアイド リングや急発進は
しないよう に努めている。

太陽光発電設備の設置など、 自然エネル
ギーを導入している。

不要になった物はリサイクルショ ッ プや
インターネッ ト を利用してフリーマー
ケッ ト などにまわしている。

資源になるものはきちんと分別している。
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問７ 環境にやさしい取り組みについて「今後も出来ない」と回答した理由 

 問６で 1 つでも「今後も出来ない」と回答した人の中で、出来ない理由として「経済的な

負担がかかる」が 89 人と最も多く、次いで「取り組む機会がない」が 62 人、「その他」が

57人と多くなりました。「その他」の回答の内容は「年齢や健康上の理由」が 39人と多くな

りました。 

 
 

 

 

問８ 望ましい環境の優先度 

 望ましい環境の優先度は、「水や空気がきれいで、騒音や振動など公害がない、安心して暮

らせるまち」が 238 人と最も多く、1 番にした割合も高かった。一方で「自然エネルギーの

導入など省エネルギーを推進する地球環境にやさしいまち」が 74人と最も少なくなりました。 

 

 

 

 

  

4

47

43

62

49

89

21

16

57

0 20 40 60 80 100

大切だと思わない

行う こ とが面倒だ

どのよう に取り組めばよいかわからない

取り組む機会がない

取り組む時間がない

経済的な負担がかかる

一緒に協力して活動できる仲間がいない

自分ひと りで取り組んでも意味がない

その他

[人]
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問９ 望ましい環境像の実現に必要なもの 

 望ましい環境像の実現に必要なものは、「不法投棄・ポイ捨ての対策」が 248 人と最も多く、

次いで「分別の徹底」となりました。 

 

 

 

問１０ 環境保全について行政に望むこと 

 他の項目に比べて「廃棄物問題・循環型社会」と「開発問題・自然保護・生態系問題」に

関する回答が多く、これらの項目について行政への要望が高いということがうかがえる結果

になりました。 

 

 

 

 

  

69

248

167

139

158

136

126

67

123

126

114

91

15

0 50 100 150 200 250

交通騒音の対策

不法投棄・ ポイ捨ての対策

分別の徹底

清掃活動・ ごみ拾いの実施

山林の保護・ 整備・ 植林

海岸の浸食防止・ 海岸線の整備

田畑(未利用を含む)の管理・ 活用

新エネルギーの導入

公園・ 緑地の整備

子供での教育

糸魚川市の自然を市内外にアピールする

ボランティ ア団体・ 地域組織の育成・ 活動支援

その他

[人]

内容 回答数

荒廃した田畑や山林の整備・活用 7

空き家対策 5

市職員が率先して環境問題に取り組む 5

ポイ捨て対策 5

ごみの処理方法をよりPRする 3

市民への教育・啓発 3

少子高齢化対策 3

水質悪化対策 3

鳥獣害対策 3

道路の草刈り・街路樹の整備 3

市民や地区の意見・要望を反映させる 2

人口減少対策 2

分別をより細分化 2

豊かな自然を守り後世に残す 2
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２－２ 事業者アンケート調査の結果 

１）事業種別 

 

 

 

２)事業区分 

 

 

農林水産業 2%

建設業 28%

製造業 25%

出版・ 印刷業 0%

電気・ ガス・ 水道業 2%

運輸・ 通信業 6%

卸売業 6%

小売業 6%

飲食業 3%

旅館業 2%

医療・ 福祉業 5%

金融・ 保険業 2%

不動産業 0%

サービス業 6%

その他

7%

自営業 1%

スーパーマーケッ

ト ・ コンビニ

2%

会社 87%

組合・ 団体 5%

公的施設 2%
無回答 3%
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３）従業者数 

 

 

 

４）形態 

 

 

 

  

1~4人 0% 5~9人 3%

10~19人
11%

20～29人
10%

30～49人
18%

50~99人
33%

100人以上
25%

店舗併用住宅型 2%

店舗事業所独立型

85%

その他 3%

無回答 10%
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問２ 環境配慮の取組みについての考え 

 事業者の考える環境配慮の取組みは、「企業の社会的な責務である」が 46 社と最も多く、

次いで「地球温暖化防止を考えると、取り組みが必要である」が 23社と多くなりました。 
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問３ 環境保全のための対策の実施度 

 環境保全のための対策の実施度は、「実施している」の割合が「冷暖房の温度設定、電灯の

消灯など」で 85.2％と最も高く、次いで「廃棄物の減量・リサイクル」で 70.5％となりまし

た。 

「雨水浸透施設や雨水貯留施設の導入」は 1.6％と最も低くなりました。 

 

 

21.3%

45.9%

27.9%

41.0%

26.2%

70.5%

42.6%

24.6%

36.1%

29.5%

21.3%

85.2%

52.5%

14.8%

9.8%

19.7%

45.9%

63.9%
1.6%

72.1%

37.7%

32.8%

45.9%

41.0%

52.5%

19.7%

4.9%

3.3%

3.3%

9.8%

6.6%

14.8%

3.3%

6.6%

24.6%

24.6%

21.3%

9.8%

36.1%

11.5%

13.1%

19.7%

27.9%

16.4%
4.9%

4.9%

16.4%

6.6%

16.4%

21.3%

14.8%

23.0%

1.6%

0.0%

0.0%

1.6%

0.0%

1.6%

3.3%

1.6%

3.3%

9.8%

3.3%

4.9%

3.3%

9.8%

6.6%

18.0%

9.8%

8.2%

4.9%

4.9%

18.0%
4.9%

1.6%

13.1%

14.8%

11.5%

1.6%

0.0%

0.0%

1.6%

0.0%

0.0%

0.0%

3.3%

6.6%

11.5%
1.6%

0.0%

3.3%

45.9%

27.9%

36.1%

11.5%

9.8%

59.0%

13.1%

21.3%
1.6%

24.6%

19.7%

13.1%

23.0%

63.9%

45.9%

62.3%

37.7%

60.7%

6.6%

42.6%

55.7%

21.3%

18.0%

45.9%
0.0%

1.6%

16.4%

41.0%

4.9%

3.3%

1.6%

24.6%

3.3%

1.6%

49.2%

9.8%

3.3%

3.3%

19.7%

6.6%

4.9%

6.6%

8.2%

6.6%

6.6%

8.2%

8.2%

8.2%

6.6%

6.6%
0.0%

3.3%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

0.0%

4.9%

1.6%

4.9%

4.9%

1.6%

1.6%

1.6%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ばい煙や粉じんなどの大気汚染対策

排水の水質汚染対策

土壌・ 地下水汚染対策

騒音・ 振動対策

悪臭対策

廃棄物の減量・ リサイクル

自社で取り扱っている商品や容器などの回収・ リサイクル

省エネルギー・ リサイクル可能な製品製造や販売

環境配慮型製品の購入(グリーン購入)

使い捨て製品の使用・ 購入の抑制

過剰包装の自粛

冷暖房の温度設定、 電灯の消灯など

電化製品などの省エネルギー型機器への切り替え

風力・ 太陽光発電など自然エネルギー利用

エネルギーの高効率利用（ 廃熱利用など）

ハイブリ ッ ド カー・ 電気自動車などの低公害車の導入

アイド リ ングスト ッ プなどのエコド ライブの実施

水の節水

雨水浸透施設や雨水貯留施設の導入

クールビズ・ ウォームビズの実施

ノ ー残業デーの設定

有害化学物質の使用抑制

事業所や周辺の緑化

社員の環境教育の実施

地域の環境保全活動への参加、 協力

事業活動における環境関連情報の消費者や地域などに対…

実施している 今後実施していきたい 現在、 検討中である 実施の予定はない 当事業所には該当しない 無回答

事業活動における環境関連情報の消費者や地域などに対
する公開、 提供
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問４ 環境配慮した経営方法の実施度 

 環境配慮した経営方法は、全項目で、「現在、検討中である」の割合が最も高くなり、「実

施している」の中では、「環境マネジメントシステム（ISO14001）の認証取得」、「環境報告書

の作成」の順となりました。 

 

 

 

 

  

18.0%

1.6%

0.0%

13.1%

4.9%

4.9%

6.6%

4.9%

4.9%

4.9%

1.6%

3.3%

3.3%

3.3%

1.6%

59.0%

63.9%

70.5%

50.8%

57.4%

9.8%

18.0%

11.5%

21.3%

24.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境マネジメ ント システム（ ISO14001)

の認証取得

環境活動評価プログラム（ エコアク

ショ ン21） の認証取得

その他の環境マネジメ ント 認証制度の

取得

環境報告書の作成

環境会計の導入

実施している 今後実施していきたい 現在、 検討中である

実施の予定はない どのよう なものか知らない
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問５ 糸魚川市の望ましい環境像について 

 糸魚川市の望ましい環境像の優先度は、「水や空気がきれいで、騒音や振動など公害がない、

安心して暮らせるまち」が 37社と最も多く、１番にした割合も高くなりました。 

一方で「文化財や歴史的資源を大切にするまち」が 11社と最も少なくなりました。 

 

 

19

6

5

11

3

3

5

2

13

3

11

10

7

4

4

2

0

5

13

6

8

3

7

5

7

0 10 20 30 40

水や空気がきれいで、 騒音や振動など公害がな

い、 安心して暮らせるまち

ごみの減量やリサイクルの推進など、 ごみ問題

への対応が進んだまち

ごみの不法投棄やポイ捨てがなく 、 きれいで住

みやすいまち

きれいな海、 田園や山々の緑に恵まれ、 多様な

動植物が育まれる自然豊かなまち

自然エネルギーの導入など省エネルギーを推進

する地球環境にやさしいまち

市民一人ひと りが環境問題に関心を持ち、 行動

できる環境意識の成熟したまち

市民・ 事業者・ 行政が環境問題を共有し 、 協力

して環境保全に取り組むまち

文化財や歴史的資源を大切にするまち

その他

1番 2番 3番

37

22

22

29

13

11

14

14

[社]
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問６ 望んだまちにしていくために具体的に必要なこと（自由記載） 

 望んだまちにしていくために必要なことは、「市民一人ひとりの意識」が多く、次いで「行

政のリーダーシップ」と「不法投棄の取り締まり」となりました。 

 

 

 

 

 

問７ 環境保全について行政に望むこと（自由記載） 

 環境保全について行政に望むことは、「ごみ処理費用の詳細を公開」や「高能力焼却炉の導

入」、「海岸・河川のプラごみ回収運動」など廃棄物問題に関する回答がありました。 

 

 

内容 回答数

市民一人ひとりの意識 4

行政のリーダーシップ 2

不法投棄の取り締まり 2

小学校からの地域的な環境教育 1

糸魚川市環境基本条例の周知 1

市の「ISO 14001」の認定 1

水道水の水質向上 1

事業者へペナルティー制の導入 1

住民・行政・企業の連携 1

森林や農地の荒廃対策 1

小水力発電の導入 1

ジオパーク活動との調和 1

内容 回答数

ごみ処理費用の詳細を公開 1

徹底した行政の指導と規制 1

高能力焼却炉の導入 1

海岸・河川のプラごみ回収運動 1

水稲田の次世代引継ぎ問題への対策 1

山間地の荒廃防止対策 1

緑の基本計画の策定 1

持続可能なまちづくり（持続可能性の評価項目） 1

放射性物質モニタリング 1


